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県女性連だより県女性連だより

第 24回商工会女性部全国大会（静岡県）参加者集合写真第 24回商工会女性部全国大会（静岡県）参加者集合写真

来年度の予定 �

○千葉県商工会女性部主張発表大会、通常総会
　日程：令和６年５月10日（金）　会場：一宮シーサイドオーツカ（一宮町）

○関東ブロック商工会女性部交流会（栃木大会）
　日程：令和６年７月９日（火）～10日（水）　会場：宇都宮市文化会館（宇都宮市）

○商工会女性部全国大会（三重大会）
　日程：令和６年10月23日（水）～24日（木）　会場：三重県総合文化センタ－（津市）

「女性部誓いの言葉」

１．わたしたち商工会女性部は、女性の特性をいかし、地域振興発展のよき協力者であるとともに、推進者
となります。

１．わたしたち商工会女性部は、商工女性の使命感に徹し、組織活性化の原動力となります。
１．わたしたち商工会女性部は、社会一般の福祉の増進に努め、豊かなまちづくりの担い手となります。
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令
和
５
年
５
月
９
日
（
火
）、
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
40
の
女
性
部
が
参
加

し
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
全
て
の
議
案
が
滞

り
な
く
審
議
・
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
新
役
員

一
覧
に
つ
い
て
は
3
ペ
ー
ジ
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
県
下
特
別
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
５
名
に
よ
る
主
張
発

表
大
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
部
員
に
聴
講
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

主
張
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
、
審
査
委
員
に
よ
る
審
査

会
を
行
い
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
、
鋸
南
町
商
工
会
女
性
部
の
髙
木　

由
紀
江
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
各
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
優
良
賞
は
発
表
順
）

最
優
秀
賞

　

髙　

木　

由
紀
江
（
鋸
南
町
）　

�

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

優
秀
賞

　

小　

幡　

葉　

子
（
印
西
市
）

�

　

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

優
良
賞

　

高　

橋　

美
枝
子
（
山
武
市
）　

�

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

　

秋　

葉　
　
　

麗
（
長
南
町
）

�

　

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

　

渡　

邊　

幸　

江
（
東
庄
町
）　

�

女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り

　

２
日
目
の
5
月
10
日
（
水
）
は
、
研
修
会
と
し
て
、
株

式
会
社
ミ
ナ
デ
イ
ン
代
表
取
締
役
の
大
久
保
伸
隆
氏
を
お

呼
び
し
「
お
客
様
感
動
満
足
度
と
従
業
員
感
動
満
足
度
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
新
し
い
感
覚
の
飲
食
店
の
あ
り
方
に
大
変
刺

激
を
い
た
だ
け
ま
し
た
、
ぜ
ひ
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た

方
の
講
演
会
を
聞
け
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
等
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
皆
様
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
会
場
と
な
り
ま
し
た
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

の
総
料
理
長
に
よ
る
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
目
の
前
で
料
理
を
作
っ
て
い
る
行
程
を
見

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
目
で
楽
し
み
食
で
も
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

令
和
５
年
度
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

　
　
　

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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時
下
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
千
葉
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
の
事
業
運
営

に
お
き
ま
し
て
、
多
大
な
る

お
力
添
え
を
賜
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
１
日
も
早

い
復
興
と
安
全
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
等
の
影
響
に

よ
り
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
苦
し
い
立
場
に
於
か
れ

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
軒
並
み
中
止
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
商
工
会
女
性
部
活
動
は
、
少
し
ず
つ
正
常

化
し
て
き
て
い
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

地
域
に
活
力
を
与
え
る
女
性
の
経
済
団
体
と
し
て
の
資

質
向
上
、
地
域
商
工
業
者
と
し
て
の
事
業
継
続
及
び
持
続

的
発
展
を
目
指
し
、
引
き
続
き
役
員
一
同
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
「
通
常
総
会
・
主
張
発
表
大
会
」
は
、
ホ

テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
皆
様
と
再
び
元
気
な
笑
顔
で
お
会
い
出
来
ま
す
事
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会　

長　
　

神　

﨑　

清　

美

�

（
長

柄

町
）

副
会
長　
　

有　

賀　

ヒ
メ
子

�

（
野
田
市
関
宿
）

副
会
長　
　

成　

田　

節　

子

�

（
四
街
道
市
）

副
会
長　
　

櫻　

井　

憲　

子

�

（
九
十
九
里
町
）

副
会
長　
　

新　

井　

佳
余
子

�

（
匝

瑳

市
）

副
会
長　
　

三　

平　

洋　

子

�

（
南
房
総
市
朝
夷
）

理　

事　
　

渡　

邉　

輝　

江

�

（
鎌
ケ
谷
市
）

理　

事　
　

眞
々
田　

美
智
子

�

（
酒
々
井
町
）

理　

事　
　

長　

嶋　

き
み
子

�

（
香

取

市
）

理　

事　
　

大　

網　

き
み
子

�

（
東

庄

町
）

理　

事　
　

仲　

佐　

や
よ
ひ

�

（
い
す
み
市
）

理　

事　
　

谷　

川　

由　

美

�

（
南
房
総
市
内
房
）

監　

事　
　

中　

村　

や
す
子

�

（
睦

沢

町
）

監　

事　
　

山　

田　

廣　

子

�

（
袖
ケ
浦
市
）

千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
新
役
員
一
覧

会
長
あ
い
さ
つ�

　
　
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

�

　
会
長
　
神
﨑
　
清
美
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７
月
20
日
と
て
も
暑
い
日
の
中
、
茨
城
県
商
工
会
連
合

会
・
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
主
催
、
茨
城
県
・
一

般
社
団
法
人
水
戸
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
後
援
で

開
催
さ
れ
た
交
流
研
修
会
。
黄
色
の
衣
装
で
た
く
さ
ん
の

女
性
部
さ
ん
た
ち
が
道
の
両
脇
で
お
出
迎
え
し
て
く
だ
さ

り
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
活
気
の
あ
る
中
通
る
先
に
は
、
茨

城
県
の
物
産
展
が
開
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
会
場
の
入
り

口
に
は
水
戸
黄
門
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
女
性
部
の

方
が
お
写
真
撮
り
ま
し
ょ
う
か
？
と
親
切
に
お
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
初
め
て
お
会
い
す
る
の
に
す
で
に
仲
間
意
識

が
芽
生
え
お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま
る
。
商
工
会
女
性
部
と
は

こ
う
い
う
感
じ
な
の
か
と
初
め
て
の
参
加
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、楽
し
み
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
茨
城
県
立
大
洗
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
「B

LU
E-H
A
W
K
S

」
合
唱
、
栄
冠
は
君
に
輝

く
で
始
ま
り
、
開
会
挨
拶
か
ら
誓
い
の
言
葉
と
歌
、
主
催

者
挨
拶
と
来
賓
祝
辞
そ
し
て
11
名
の
発
表
。
い
ざ
主
張
発

表
が
始
ま
る
と
、
周
り
の
方
が
ペ
ン
を
出
し
、
気
に
な
っ

た
ワ
ー
ド
を
メ
モ
し
て
い
る
様
子
。
配
ら
れ
た
資
料
の
中

に
発
表
す
る
方
の
県
名
、
発
表
テ
ー
マ
、
所
属
、
氏
名
が

書
か
れ
た
メ
モ
書
き
が
で
き
る
よ
う
な
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ

が
あ
り
そ
こ
へ
自
分
の
気
に
な
る
こ
と
を
書
き
と
っ
て
い

る
。
私
も
今
後
所
属
し
て
い
る
女
性
部
で
何
か
ヒ
ン
ト
に

な
る
こ
と
は
な
い
か
と
必
死
に
メ
モ
を
取
っ
た
。
お
も
て

な
し
交
流
会
こ
れ
は
い
い
！
近
隣
の
市
と
交
流
、
ま
た

は
、
北
海
道
と
交
流
す
る
県
も
あ
り
自
分
の
町
の
い
い
と

こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
が
再
確
認
が
出
来
る
。
手
話
で
挨
拶

を
す
る
方
も
、
や
は
り
テ
ー
マ
が
優
し
い
街
で
あ
り
た

い
！
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
い
い
ね
！
女
性
部
な
ら
で
は
の

活
動
、
そ
し
て
誓
い
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
女
性
の
特

性
を
生
か
し
地
域
振
興
発
展
の
良
き
協
力
者
で
組
織
活
性

化
の
原
動
力
！
皆
さ
ん
の
主
張
発
表
は
ど
れ
も
こ
れ
に
当

て
は
ま
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
審
査
発
表
の
間

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
のB

LU
E-H
A
W
K
S

の
方
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
。
実
は
こ
の
子
達
は
演
奏
も
出
来
る
ん
で

す
。
と
い
う
担
当
の
先
生
の
楽
し
い
進
行
で
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
マ
ー
チ
の
マ
ー
チ
ン
グ
が
始
ま
る
と
圧
巻
。
歓
声
が

上
が
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
マ
ー
チ
ン
グ
で
、
あ
っ
と
い

う
間
の
１
時
間
、
是
非Y

ouT
ube

で
見
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
全
国
大
会
に
は
茨
城
県
坂
東
市
商
工
会
古
谷
直
美

さ
ん
に
決
定
。
原
稿
を
一
切
見
ず
に
主
張
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
情
報
交
換
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
が
ホ
テ
ル
レ

イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
あ
り
ま
し
た
。
次
の
日
は
３
コ
ー
ス

あ
る
視
察
研
修
を
め
ぐ
り
各
各
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
と

も
に
、
今
後
の
発
展
の
た
め
自
分
た
ち
の
部
員
と
共
有
し

て
女
性
部
の
使
命
感
に
徹
し
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
な
る
よ
う
楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

令
和
令
和
55
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修

年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修

�

鎌
ケ
谷
市
商
工
会
女
性
部
部
長
　
渡
邉
　
輝
江

千葉県代表　髙木　由紀江さん（鋸南町）千葉県代表　髙木　由紀江さん（鋸南町） 情報交換会に参加された千葉県の商工会女性部員の皆さま情報交換会に参加された千葉県の商工会女性部員の皆さま
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
移
行
さ
れ
半

年
が
た
ち,

日
常
が
少
し
ず
つ
戻
り
始
め
た
令
和
5
年
10

月
18
日
「
ふ
じ
の
く
に
静
岡
か
ら
、今
こ
そ
笑
顔
で
前
進
」

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

晴
天
の
初
日
、
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
富
士
山
の
絶
景
を

拝
み
開
催
地
静
岡
駅
に
到
着
。
地
元
商
工
会
女
性
部
員
に

盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
改
め
て
参
加
出
来
る
喜
び
を
か
み

し
め
ま
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
主
張
発
表
は
、
地
域
の
課
題
や
思

わ
ぬ
自
然
災
害
の
影
響
等
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
力
に
変
え

地
域
活
性
の
た
め
に
仲
間
と
共
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
自

ら
の
言
葉
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
発
表
前
に
は
、「
脳
か
ら
考
え
る
や
る
気
と

熱
意
、
そ
し
て
加
齢
」
と
題
し
て
東
京
大
学
薬
学
部
教
授

の
池
谷
裕
二
先
生
の
基
調
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
脳
は
経
年
劣
化
し
な
い
」
の
一
言
で
舞
台
上
に
視
線

が
集
ま
り
「
マ
ン
ネ
リ
化
は
脳
の
敵
」「
ワ
ク
ワ
ク
し
た

時
に
脳
が
活
性
化
す
る
」
等
映
像
を
交
え
た
お
話
は
、
歳

だ
か
ら
と
片
づ
け
て
い
た
自
分
の
脳
に
希
望
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、私
た
ち
商
工
会
女
性
部
の
活
動
は
、

世
代
や
業
種
を
越
え
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
で
自
然
に
脳

が
活
性
化
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
結
果
発
表
。
最
優
秀
賞
は
、
島
の
子
供
た
ち

と
共
に
ひ
ま
わ
り
を
育
て
た
女
性
部
活
動
の
話
を
ユ
ー
モ

ア
交
え
て
発
表
し
、
加
え
て
終
盤
で
は
民
謡
を
唄
い
、
手

話
で
発
表
を
締
め
く
く
っ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
「
対
馬

市
商
工
会
女
性
部　

小
川
博
子
さ
ん
」
が
受
賞
致
し
ま
し

た
。

　

翌
日
は
、
旬
の“

浜
松
大
河
ド
ラ
マ
館
「
ど
う
す
る
家

康
」”

を
早
起
き
し
た
甲
斐
も
あ
り
、
待
つ
こ
と
な
く
拝

観
で
き
、“

は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク”

で
は
、
花
に

囲
ま
れ
参
加
者
全
員
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
記
念
撮
影
で
き
ま

し
た
。

　

二
日
間
共
に
天
気
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て
、
千
葉
県
女
性

部
の
大
交
流
会
で
も
、
こ
の
う
え
な
く
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
実
り
多
い
最

高
の
研
修
事
業
に

参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

第第
2424
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
inin
静
岡
に
参
加
し
て

静
岡
に
参
加
し
て

�

南
房
総
市
朝
夷
商
工
会
女
性
部
部
長
　
三
平
　
洋
子

開会式の様子開会式の様子
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令
和
６
年
１
月
16
日
（
火
）、
千
葉
市
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
千
葉
に
お
い
て
、
商
工
会
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
商
工
会
女
性
部
の
活
動
を
既

部
員
以
外
の
方
に
も
多
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
広
く
参
加
者
を
募
集
し
、
県
内
女
性
部
員
や
女
性
部

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
の
計
約
100
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
で
は
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
竹
中
仁
美

会
長
を
お
招
き
し
、「
魅
力
あ
る
女
性
部
活
動
と
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
滋

賀
県
愛
庄
町
商
工
会
や
滋
賀
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
で

の
取
り
組
み
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
で
の
取
組
等

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
滋
賀
県
女

連
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
で
は
、
地
域
経
済
活
性
化
と
女
性
部
の
組
織
・
活
動

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
5
ヵ
年
計
画
を
策
定
し
、
毎
年

度
の
目
標
数
値
か
ら
実
行
、
検
証
を
行
い
、
計
画
を
修
正

し
な
が
ら
計
画
的
な
事
業
運
営
を
行
わ
れ
て
い
る
点
に
多

く
の
部
員
が
感
心
し
、
今
後
の
商
工
会
女
性
部
活
動
の
参

考
に
し
て
い
き
た
い
等
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
吉
川

美
代
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
女
性
が
は
た
ら

く
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
吉
川
氏
が
こ
れ
ま
で
経

験
さ
れ
て
き
た
、
女
性
な
ら
で
は
の
苦
労
や
そ
れ
を
ど
う

や
っ
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
よ
り
も
男
性
中
心
で
あ
っ
た
当
時
の

報
道
の
現
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
経
験
さ
れ
て
き
た
大

変
な
状
況
に
対
し
、
絶
え
間
な
い
努
力
に
よ
っ
て
困
難
な

場
面
を
乗
り
越
え
て
き
た
吉
川
氏
の
そ
の
取
組
姿
勢
に
、

参
加
者
か
ら
は
、
何
事
も
前
向
き
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

姿
や
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
重
み
の
あ
る
お
話

し
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
な
る

言
葉
が
多
々
あ
り
ま
し
た
等
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
商
工
会
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
度
商
工
会
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

全国商工会女性部連合会　会長　竹中　仁美　氏全国商工会女性部連合会　会長　竹中　仁美　氏

フリーアナウンサー　吉川　美代子　氏フリーアナウンサー　吉川　美代子　氏 左より神﨑県女連会長、竹中全女連会長、吉川氏、山口専務理事左より神﨑県女連会長、竹中全女連会長、吉川氏、山口専務理事



県女性連だより 令和６年３月発行（7）第43号

全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
優
良
女
性
部

　

成
田
市
東
商
工
会
女
性
部

　

長
柄
町
商
工
会
女
性
部

千
葉
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
　
女
性
部
功
労
者

　

星　

野　

八
千
代　
　

大
網
白
里
市
商
工
会
女
性
部

髙　

橋　

好　

美　
　

九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部

紫　

関　

多
喜
子　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

野　

口　

京　

子　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

藤　

澤　

ふ
じ
か　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

関　
　
　

千　

代　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

関　
　
　

智
恵
子　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

高　

橋　

昌　

子　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

関　
　
　

恵
津
子　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

府　

川　

春　

江　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

桐　

川　

宣　

子　
　

勝
浦
市
商
工
会
女
性
部

　

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟
元
や
、
帽
子
・
バ
ッ
グ
・
ス
ト
ー
ル

な
ど
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
♪

所
属
商
工
会
を
通
じ
て
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
対
象
：
全
国
で
活
動
す

る
商
工
会
女
性
部
員
。

販
売
価
格
：
１
，
３
０
０
円

�

（
税
込
）

材
質
：
真
鍮

サ
イ
ズ
：
14
㎜

付
属
：
プ
ラ
ケ
ー
ス
入
り

　

今
年
度
は
、
２
つ
の
商
工
会
女
性
部
よ
り
申
請
い
た
だ

き
、
九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
が
開
発
し
た
「
焼
い
わ

し
」
と
、
鴨
川
市
商
工
会
女
性
部
が
手
掛
け
る
「
萬
祝
染

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
巾
着
袋
・
手
帳
カ
バ
ー
」
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

九
十
九
里
町
が
誇
る
地
場
産
品
で
あ
る
イ
ワ
シ
は
各
家

庭
に
て
煎
っ
て
砂
糖
を
ま
ぶ
し
、
お
や
つ
と
し
て
食
べ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
商
工
会
女
性
部
で
は
、
最
近
の
健
康

志
向
に
合
わ
せ
、
砂
糖
を
使
わ
ず
遠
赤
外
線
で
殺
菌
し
な

が
ら
香
ば
し
く
焼
い
た
「
焼
い
わ
し
」
を
開
発
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
萬
祝
染
」
は
、
も
と
も
と
は
漁
師
の
大
漁
祝

い
の
着
物
で
、
御
祝
の
時
に
そ
ろ
っ
て
着
用
す
る
も
の
で

し
た
。
千
葉
県
指
定
伝
統
工
芸
品
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

こ
の
「
萬
祝
染
」
を
、職
人
の
「
鴨
川
萬
祝
染
元　

鈴
染
」

ご
協
力
の
も
と
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
巾
着
袋
・
手
帳
カ
バ
ー

と
し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
各
商
品
に
ネ
ー
ム
を
入
れ

る
こ
と
が
可
能
で
、
手
帳
カ
バ
ー
は
女
性
部
手
帳
の
サ
イ

ズ
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　

表
彰
に
つ
い
て

　

表
彰
に
つ
い
て

「
商
工
会
女
性
部
バ
ッ
ジ
」

「
商
工
会
女
性
部
バ
ッ
ジ
」

販
売
の
ご
案
内

販
売
の
ご
案
内

令
和
令
和
５５
年
度
年
度

な
の
は
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品

な
の
は
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
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鎌
ケ
谷
市
商
工
会
女
性
部	

部
長
　
渡
邉
　
輝
江

　

ふ
な
っ
し
ー
で
有
名
な
市
の
隣
に
あ
る
の
が
鎌
ケ
谷
市

で
す
。
北
海
道
の
方
に
は
有
名
な
市
で
す
。
そ
れ
は
、
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
２
軍
の
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
か
ら

で
す
。
新
人
選
手
は
入
団
し
て
か
ら
１
年
間
鎌
ケ
谷
市
民

に
な
り
ま
す
。
世
界
的
に
有
名
な
大
谷
選
手
も
鎌
ケ
谷
出

身
で
す
。
鎌
ケ
谷
に
あ
る
フ
ァ
ー
ム
は
出
世
球
場
で
す
！

是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
に
も
選

手
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
こ
こ
鎌
ケ
谷
だ
け
で
す
。

さ
て
、
女
性
部
は
現
在
24
名
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
の

は
数
名
ほ
ど
、
２
年
前
に
部
長
に
な
り
去
年
か
ら
行
っ
て

い
る
「
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
」
は
部
員
の
方
に
も
大
人
気
。

私
は
飲
食
店
を
営
ん
で
10
年
仕
事
を
通
し
て
、
腸
の
大
切

さ
を
知
り
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
に
美
腸
セ
ッ
ト
取
り
入
れ
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
腸
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
副
部
長
が
、
さ

ら
に
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
の
副
部
長
と
健
康
に
関
す
る
部

員
が
増
え
ま
し
た
。
高
齢
化
は
女
性
部
も
広
が
り
ま
す
。

部
員
同
士
の
話
は
医
療
の
話
が
多
い
の
で
は
？
先
輩
が
い

る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
が
こ
こ
で
活
躍
で
き
る
ん
だ
、
そ
ん

な
思
い
で
健
康
寿
命
で
も
っ
と
女
性
部
で
楽
し
ん
で
活
動

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
泌
尿
器
科
、
歯
科
、

柔
道
整
復
師
、
脳
外
科
の
多
様
な
講
師
を
お
呼
び
し
て
セ

ミ
ナ
ー
は
毎
月
第
３
土
曜
日
、
５
時
か
ら
１
時
間
。
も
ち

ろ
ん
若
い
世
代
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
。
予
防
医
療
は

生
活
習
慣
病
を
も
改
善
で
き
る
の
で
働
き
盛
り
の
人
に
も

聞
い
て
ほ
し
い
し
、
も
ち
ろ
ん
商
工
会
員
さ
ん
に
も
役
立

て
て
ほ
し
い
し
、
市
役
所
に
も
後
援
を
頂
き
女
性
部
公
式

ラ
イ
ン
やY

ouT
ube

も
作
っ
た
の
で
、
市
以
外
の
人
に

も
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
鎌
ケ
谷

市
の
女
性
部
は
楽
し
そ
う
だ
ね
、
み
ん
な
健
康
だ
よ
ね
と

言
わ
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
そ
の
原
動
力
は
？
も
ち
ろ
ん
商

工
女
性
の
使
命
感
！
お
陰
様
で
予
防
医
療
の
知
識
が
た
く

さ
ん
増
え
ご
来
店
い

た
だ
く
お
客
様
に
も

お
話
で
き
る
の
で
み

な
さ
ん
元
気
に
笑
顔

で
お
帰
り
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
健
康
に

も
よ
い
発
酵
食
品
が

つ
く
れ
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
出
来

上
が
っ
た
際
に
は
是

非
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

酒
々
井
町
商
工
会
女
性
部

部
長
　
眞
々
田
　
美
智
子

　

酒
々
井
町
は
、
日
本
で
一
番
古
い
歴
史
あ
る
町
で
す
。

酒
々
井
町
の
名
は
、
孝
行
息
子
が
父
親
の
た
め
に
汲
ん
だ

井
戸
水
が
酒
に
な
っ
た
と
い
う
「
酒
の
井
」
伝
説
に
由
来

し
ま
す
。

　

最
近
の
女
性
部
の
活

動
と
し
て
は
、
部
員
を

増
や
す
こ
と
に
重
点
を

置
き
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
10
名
未
満
の

部
員
で
し
た
が
、【
笑

顔
の
花
を
咲
か
せ
よ

う
】
を
合
言
葉
に
し
て
、

“

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん

か
～”　“

町
を
楽
し
く

し
ま
せ
ん
か
～”　“

町

の
活
性
化
に
協
力
し
て

下
さ
い
～”

と
声
掛
け

を
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
な
ん
と
！

部
員
が
２
倍
に
な
り
ま

し
た
！
！
部
員
が
増

え
た
こ
と
で
、
色
々
な

方
と
の
繋
が
り
が
生
ま

れ
、
女
性
部
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
３
つ
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

女
性
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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匝
瑳
市
商
工
会
女
性
部部

長
　
新
井
　
佳
余
子

　

匝
瑳
（
そ
う
さ
）
市
は
北
部
に
里
山
の
自
然
が
多
く
南

部
は
青
松
の
続
く
九
十
九
里
浜
に
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
で
も
有
数
の
植
木
の
産
地
で
も
あ
り
、
東
京
駅
丸

の
内
口
に
あ
る
植
木
は
我
が
市
の
も
の
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
四
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
が
無
い
中
今
迄
の
行
事
を

行
お
う
と
話
し
合
い
を
し
、
七
月
に
折
鶴
四
千
羽
を
駅
前

の
平
和
の
像
に
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
広
島
平
和
記

念
公
園
原
爆
の
子
の
像
に
捧
げ
ら
れ
長
崎
原
爆
資
料
館
に

お
く
ら
れ
ま
す
。

　

今
で
も
世
界
の
ど
こ
か
で
戦
争
が
あ
る
中
こ
れ
か
ら
も

平
和
を
願
い
つ
つ
折
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

九
月
に
は
資
源
活
用
で
新
聞
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
の
回
収
を

し
ま
し
た
。

①
富
里
市
商

工
会
女
性
部

と
の
合
同
親

睦
旅
行
（
６

月
）

　

何
年
も
前

か
ら
話
が
出

て
い
ま
し
た

が
、
今
回
や

っ
と
実
施
に

至
り
ま
し
た
。

豊
洲
市
場
～

浅
草
方
面
へ

バ
ス
で
行
き
、

上
野
で
は
美

味
し
い
ゆ
ば

料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
月
）

　

女
性
部
で
は
ラ
ッ
キ
ー
く
じ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

出
店
し
、
子
供
た
ち
の
仮
装
の
手
伝
い
も
し
な
が
ら
楽
し

く
活
動
が
出
来
ま
し
た
。

③
酒
々
井
ふ
る
さ
と
祭
り
（
11
月
）

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
。
出
し
物
は
、
伝
統
の
「
ゆ
ず
う
ど

ん
」
な
ど
で
す
。
当
日
は
寒
く
、
小
雨
も
降
っ
た
の
で
す

が
、
お
店
に
は
長
い
行
列
が
で
き
大
人
気
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
楽
し
く
活
動
で
き
た
充
実
感
を
、
自
分
た

ち
の
会
社
・
仕
事
、
さ
ら
に
は
町
の
活
性
化
に
も
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
月
に
は
市
主

催
の
「
よ
か
っ
ぺ

祭
り
」
に
協
力
し

て
コ
ロ
ッ
ケ
や
お

花
等
の
販
売
。

当
日
は
大
雨
の

た
め
公
民
館
で
の

開
催
と
な
り
会
員

の
家
の
ガ
レ
ー
ジ

で
コ
ロ
ッ
ケ
を
揚

げ
さ
せ
て
頂
き
車

で
ピ
ス
ト
ン
輸
送

し
て
の
販
売
と
な

り
ま
し
た
。

「
う
ま
い
よ
、
サ
ク
サ
ク
だ
」
と
の
お
客
様
の
一
言
で

大
雨
が
快
晴
の
天
気
の
様
に
感
じ
ら
れ
安
心
し
ま
し
た
。

十
一
月
は
親
睦
旅
行
で
八
王
子
の
武
蔵
野
陵
参
拝
等
会

員
同
士
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
毎
年
市
内
に
あ
る
「
ち
い
ち

い
の
森
」
の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

長
年
継
続
し
て
き
た
事
業
を
続
け
る
と
共
に
、
何
か
新

し
い
事
業
を
検
討
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
活
動

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
庄
町
商
工
会
女
性
部部

長　

大
網
　
き
み
子

　

私
達
、
東
庄
町
商
工
会
女
性
部
は
、
部
員
38
名
で
、
町

の
地
域
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
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い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
過
で
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度
に
な
り
、
や
っ
と
色
々
な
行

事
が
開
催
さ
れ
、
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
に
は
、
ポ
ー
ク
＆
ビ
ア
夏
祭
り
・
秋
に
は
、
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
私
達
女
性
部
は
、「
が
ん
が
ん

焼
き
肉
」
他
を
出
店
し
ま
し
た
。
が
ん
が
ん
焼
き
肉
は
、

東
庄
町
の
基
盤
産
業
で
あ
る
、
養
豚
業
の
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
は
、
殺
菌
さ
れ
衛
生
的
な
環

境
で
育
て
ら
れ
た
肉
質
の
や
わ
ら
か
い
豚
肉
で
す
。
玉
葱

な
ど
の
野
菜
と
一
緒
に
炒
め
た
肉
た
っ
ぷ
り
の
肉
野
菜
炒

め
で
す
。
名
前
の
由
来
は
、
が
ん
が
ん
焼
い
て
が
ん
が
ん

売
ろ
う
と
、部
員
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
、

「
最
初
は
何
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
人
が
集
ま

り
、
次
は
、「
こ
の
前
美
味
し
か
っ
た
か
ら
」
と
人
が
集

ま
り
、
と
て
も
盛
況
で
毎
回
、
早
い
時
間
に
完
売
し
て
し

ま
い
ま
す
。
今
で
は
、
女
性
部
と
言
え
ば
、
が
ん
が
ん
焼

き
肉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
、
年
２
回
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
と
い
う
花
壇
に
、花
を
植
え
て
い
ま
す
。マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ア
ジ
サ
イ
、
ビ
オ
ラ
、
ス
イ
セ
ン
、
四
季
折
々

の
花
が
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
一
面
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
の
福
祉
協
議
会
の
福
祉
バ
ザ
ー
、
ご
み
拾

い
な
ど
に
も
協
力
し
参
加
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
過
で
中
止
し
て
い
た
移
動
研
修
も

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
仲
良
く
楽
し
く
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
す
み
市
商
工
会
女
性
部

部
長　

仲
佐
　
や
よ
ひ

　

い
す
み
市
商
工
会
女
性
部
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
県

内
の
女
性
部
と
の
交
流
研
修
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
朝
夷
商
工
会
に
お
伺
い
し
、
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ

た
髙
倉
さ
ん
の
「
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
全
国
に
」
の
お
話
を

お
聞
き
し
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
鋸
南
町
女
性
部
に
お
願
い
し
て
交
流
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
張
発
表
大
会
で
千
葉
県
優
勝

さ
れ
た
髙
木
さ
ん
の
お
話
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
事
が
出
来

ま
し
た
。
鋸
南
町
の
女
性
部
の
皆
様
の
女
性
部
活
動
へ
の

取
り
組
み
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
協
力
の
取
り
組
み
方
な

ど
、
学
ぶ
事
の
た
く
さ
ん
あ
っ
た
交
流
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

美
味
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き
、
心
温
ま
る
お
も
て
な

し
に
参
加
部
員
二
十
三
名
大
満
足
の
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。
鋸
南
町
の
海
の
む
こ
う
に
富
士
山
が
く
っ
き
り
と
見

え
て
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
女
性
部
活
動
に
は
ず
み
を
つ

け
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
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「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
に
、

「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
に
、

　
　
　

印
西
市
商
工
会
女
性
部
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

印
西
市
商
工
会
女
性
部
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
の
助
成
先
と
し

て
、『C

oki.m
iya

』
の
代
表
、
小
作 

真
佐
美
さ
ん
（
印

西
市
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
と
は
、
地
域
経

済
及
び
商
工
会
女
性
部
事
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、
女
性

に
よ
る
創
業
ま
た
は
経
営
革
新
へ
の
取
り
組
み
事
例
等
に

対
し
て
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
支
援･

助
成
を

行
う
事
業
で
す
。

小
作
さ
ん
は
、
日
々
の
仕
事
で
の
ス
ト
レ
ス
を
香
り
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
自
身
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
香

り
に
関
す
る
仕
事
を
志
し
、
調
香
師
や
認
定
講
師
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。「
香
り
」
は
、
古
来
よ
り
世
界
各
地

で
魔
除
け
や
、
自
身
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
小
作
さ
ん
が
目

指
す
の
は
、
人
が
そ
れ
ぞ
れ
似
合
う
香
り
を
身
に
纏
い
、

自
分
ら
し
く
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
手
助
け

を
す
る
こ
と
。
講
演
・
講
座
に
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ

て
異
な
る
肌
の
匂
い
を
も
と
に
見
合
っ
た
香
り
を
提
案
す

る
「
フ
ェ
ロ
モ
ン
ジ
ャ
ッ
ジ
」
や
、
空
間
を
香
り
で
演
出

す
る
「
空
間
芳
香
」
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

小
作
さ
ん
が
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
廃

棄
さ
れ
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
天
然
素
材
か
ら
抽
出

し
た
和
精
油
を
用
い
た
香
水
の

開
発
で
す
。
抽
出
方
法
や
素

材
の
産
地
な
ど
に
違
い
を
持
た

せ
、試
行
錯
誤
を
行
い
な
が
ら
、

日
々
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

女
性
部
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
へ
♪

こ
ん
な
方
が
入
会
で
き
ま
す
！

①
女
性
の
事
業
主
（
法
人
の
場
合
は
そ
の
役
員
）

②
会
員
事
業
者
本
人
の
配
偶
者
（
親
族
）
か
つ
、
事
業
に

従
事
し
て
い
る
方

  

女
性
部
で
で
き
る
こ
と

研
修
会
へ
の
参
加

商
工
会
女
性
部
で
は
、
県
内
や
全
国
へ
の
視
察
研
修

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

視
察
の
中
で
見
て
感
じ
た
体
験
を
、
事
業
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
活
動

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
提
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
へ
と
つ
な
が
る
思
い
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

親
睦
活
動

部
員
同
士
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
、
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
部
ご
検
討
の
方
は
、
地
域
内
の
商
工
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
！

す
。新

た
な
香
水
の
開
発
に
あ
た

り
、
小
作
さ
ん
が
活
用
し
た
も

の
が
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連

合
会
が
実
施
し
て
い
る
「
女
性

の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」

で
す
。
香
水
の
開
発
に
つ
い

て
、
印
西
市
商
工
会
の
須
之
内

経
営
指
導
員
に
相
談
を
し
た
と

こ
ろ
、
本
助
成
金
に
つ
い
て
紹

介
を
受
け
た
小
作
さ
ん
。
和
精

油
の
安
定
し
た
抽
出
と
、
香
水

の
商
品
化
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
、
須
之
内
経
営
指
導

員
と
共
に
３
年
後
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
策
定
。「
女

性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
、

審
査
に
て
助
成
先
に
相
応
し
い
と
評
価
さ
れ
、
認
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
助
成
金
の
申
請
を
通
じ
て
、
自
ら
の
事
業
の
強
み
・

弱
み
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
い
う
小
作
さ
ん

は
、「
今
後
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
事
業
者
の
方
は
、
ぜ

ひ
本
補
助
金
の
応
募
を
検
討
し
、
活
用
し
て
欲
し
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

C
oki.m

iya

で
は
様
々
な
香
り
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。
女
性
部
の
皆
様

か
ら
の
ご
依
頼
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
参
り
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
印
西
市
商
工
会
女
性
部
担
当
須
之

内
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

�
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千
葉
県
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
、
令
和
５
年
度
文
化
の
日
「
千

葉
県
功
労
者
表
彰
」
に
お
い
て
、
県
女
連
神
﨑
清
美
会
長
（
長
柄
町
商
工
会
）
が
、
男
女
共
同
参

画
功
労
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
﨑
清
美
県
女
連
会
長
は
、
平
成
11
年
4
月
か
ら
長
柄
町
商
工
会
女
性
部
長
と
し
て
、
女
性
部

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
平
成
11
年
5
月
に
は
千
葉
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
理
事
、
平
成
13

年
5
月
か
ら
同
連
合
会
副
会
長
、
平
成
27
年
5
月
か
ら
同
連
合
会
会
長
、
令
和
3
年
5
月
か
ら
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
会
長
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
副
会
長
と

し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
数
々
の
要
職
を
こ

な
し
、
全
国
の
中
小
商
工
業
者
を
支
え
る
女

性
の
代
表
と
し
て
女
性
部
活
動
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
ま
ち
に

活
気
を
！
「
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
九
十
九
里
」
が
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦

さ
れ
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
よ
り
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
は
、
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
地
域
や
社
会
に

貢
献
し
な
が
ら
様
々
な
分
野
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
積
極
的
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
女
性
部
を
称
え
る
と
と
も
に
、
他
の
女
性
部
の
意
欲
喚
起
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
24
年
度
に
創
設
さ
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

　

フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
九
十
九
里
は
、
九
十
九
里
地
域
ま
ち
お
こ
し
連
絡
協

議
会
か
ら
九
十
九
里
町
商
工
会
女
性
部
が
引
き
継
い
だ
事
業
で
す
が
、
地
域
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図
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い
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し
た
。
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